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を 提供して みたい と 思 ふ。 

「演出 者」 とい ふ 言葉 は、 仏蘭西 語の 「metteur en 

sc§ne」 の 訳で あるら しいから、 これ は 別段、 新しい 

意味に 解す る 必要 は あるまい。 この 言葉 は、 「miseen 

sc§ne」 即ち 「板に かける こと」 から 出た ものである 

以上、 寧ろ、 一般に 用 ひられて ゐる この 言葉 を 土台に 

して 考 へる ことにしよう。 

元来、 演出と いふ もの を、 一 つの 纏った 仕事と 解す 

る やうに なった ことが、 近代 殊に、 自由 劇場 以後の 習 

慣 であり、 また、 それら 運動の 功績であって、 それ ま 

では、 寧ろ 俳優の 演技に 附随す る 衣裳、 舞台装置 万端 



の 工夫 整頓 を 指す にす ぎず、 伝統 を 墨守す る 仏蘭西の 

一 部 劇壇 人 は、 今日 もな ほ、 「miseensc6ne」 と 云へ 

ば、 舞台装置の ことと 解して ゐる くら ゐ である。 旧称 

「舞台監督」 は、 無論 ^egisseur の 訳であって、 これ は、 

独逸と 仏蘭西と では 意味が 違 ひ、 仏蘭西で は、 日本 在 

来の 「幕内 主任」 とい ふやうな 役で ある。 この 意味 か 

ら、 最近の 「舞台監督」 が 生れて 来たの だと すれば、 

それ は それでい いわけになる。 

何れにしても、 今日で いふ 「演出」 なる ものに は、 

既に 幾多の 議論 や 主張が 出て ゐて、 「演出 法」 とか、 「演 

出 学」 とかい ふ 固 くるしい 研究 も 行 はれて ゐる やう だ 



けで 戸口 を 指し、 低く、 決意の 籠った 声で 云 ひ 放つ 

た 方が、 一 層 効果的 だと 思 ふ。 それ を 俳優に 説明す 

る。 手 を 挙げて 指す とい ふこと は、 古典的な 舞台な 

ら 兎も角、 現実 生活に 於て は、 なんとなく、 大袈裟 

な、 それだけ 隙の ある 動作 だ。 効果が 寧ろ 反対に、 

滑稽 味 を 帯びて 来る。 「さう いふつ もりで やって み 

給へ」 と 云 ふ。 俳優 は、 すぐに それ を やって みる。 

「それ ぢゃ、 また、 まるで 駄々 つ 子 だ」。 内部的に ま 

だ 欠陥が ある こと を 指摘し、 そこの 工夫 を 希望して 

おく。 相手が 素人なら、 これく らゐ 突っ込んで、 r 批 

評」 しないと 形が つくまい。 これで、 だんだんに、 



称と 考 へて 欲しい。 なほ、 最後に、 この 四つが、 常に 

判然と 区別され てゐ なければ ならぬ とい ふ 法 はなく、 

いろいろな 条件に よって、 彼此 混用す る こと もあって 

いいだら う。 ただ、 ある 演出の 根本 方針 は、 その 何れ 

かにお かれねば ならず、 「意志に 反して」 それが 行 はれ 

る ことがあって はならぬ とい ふまでで ある。 (一九 三 

三 二) 
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